
会
　
　
告

　
平
成
十
二
年
度
史
学
研
究
会
大
会
お
よ
び

総
会
は
、
予
定
通
り
、
十
一
月
二
日
（
木
）

午
後
一
時
よ
り
京
大
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
公
開
講
演
は
秋
山
進
午
、
礪
波
護
の
両
氏

に
よ
り
左
記
の
演
題
で
行
わ
れ
、
盛
会
裡
に

終
わ
り
ま
し
た
。

近
年
、
東
北
ア
ジ
ア

　
　
考
古
学
研
究
の
進
展

山
陽
と
湖
南

秋
山
進
午
氏

礪
波
一
膳

　
な
お
、
大
会
と
総
会
に
先
立
っ
て
開
催
さ

れ
た
秋
期
定
例
の
理
事
評
議
員
会
に
お
い
て
、

平
成
十
二
年
度
会
務
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
二
年
度

　
　
史
学
爾
究
会
大
会
講
演
要
旨

近
年
、
東
北
ア
ジ
ア

　
　
考
古
学
研
究
の
進
展秋

　
山
　
進
　
午

　
赤
峰
第
一
次
文
化
か
ら
紅
山
文
化
へ

　
一
九
三
五
年
の
赤
峰
紅
山
後
発
掘
調
査
に
よ
っ

て
設
定
さ
れ
た
”
赤
峰
第
一
次
文
化
”
は
、
新
中

国
建
国
早
々
、
サ
達
氏
に
よ
っ
て
“
紅
山
文
化
”

と
改
め
ら
れ
た
。
女
神
廟
、
大
型
積
石
塚
や
玉
器

副
葬
墓
を
複
合
し
た
遼
寧
ヰ
河
梁
遺
跡
は
、
紅
山

文
化
の
様
相
を
書
き
換
え
た
巨
大
遺
跡
で
あ
る
。

　
梁
思
永
氏
の
予
想
の
如
く
、
　
九
八
○
年
代
か

ら
彩
陶
流
入
以
前
の
細
石
器
と
ジ
グ
ザ
グ
文
土
器

を
主
体
と
す
る
土
着
文
化
の
様
相
が
明
ら
か
に
さ

れ
は
じ
め
た
。
最
古
の
興
隆
窪
文
化
は
前
六
二
〇

〇
年
に
遡
り
、
黄
河
や
長
江
最
古
の
文
化
と
比
肩

し
、
続
く
趙
宝
溝
文
化
は
前
五
二
〇
〇
－
前
四
二

〇
〇
年
で
、
共
に
平
底
厚
手
で
繁
辱
な
文
様
を
飾

る
独
特
の
土
器
、
亜
腰
石
鍬
、
植
蛮
骨
器
な
ど
、

独
自
の
文
化
様
相
を
形
成
す
る
。
時
に
周
濠
を
巡

ら
し
、
丘
陵
斜
面
に
雛
段
状
に
営
む
住
居
群
は
、

文
化
層
が
薄
く
短
期
の
使
用
に
止
ま
る
。
難
平
溝

遺
跡
報
告
書
が
主
張
す
る
鍬
耕
農
耕
や
家
畜
飼
養

は
、
少
な
く
も
、
よ
り
早
い
興
隆
窪
段
階
で
は
焼

畑
や
狩
猟
・
採
集
を
主
と
す
る
こ
と
を
示
唆
す
る

も
の
と
い
え
よ
う
。

　
紅
山
文
化
に
続
く
後
紅
山
文
化
で
は
最
近
、
大

南
溝
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
墓
地
の
み
の
様

相
で
あ
っ
て
経
済
生
活
や
社
会
構
造
の
解
明
は
な

お
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
赤
峰
第
二
次
文
化
か
ら
夏
家
店
下
層
・
上
層
文

　
　
化
へ

　
一
九
六
〇
年
の
赤
峰
三
家
店
三
跡
の
発
掘
に
よ

り
、
赤
峰
第
二
次
文
化
の
下
層
文
化
が
発
見
さ
れ
、

赤
峰
第
二
次
文
化
は
夏
家
彫
上
麟
文
化
と
改
め
ら

れ
た
。
夏
家
店
下
層
文
化
が
注
目
を
集
め
た
の
は
、

大
貫
子
墓
地
か
ら
二
里
頭
文
化
三
三
器
と
同
型
の

土
器
や
彩
画
土
器
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

報
告
書
の
刊
行
に
よ
り
、
詳
細
分
析
が
可
能
と
な

っ
た
が
、
装
身
具
以
外
青
銅
容
器
類
が
無
く
、
不

自
然
な
側
臥
位
の
埋
葬
な
ど
は
被
支
配
層
の
墓
の

み
の
可
能
性
を
考
え
た
い
。
牢
記
子
類
型
文
化
が

そ
の
あ
と
広
が
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、

近
年
の
収
穫
の
一
つ
で
あ
る
。
和
尚
溝
墓
か
ら
青

銅
容
器
と
伴
出
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で

年
代
比
定
の
決
め
手
を
欠
い
て
い
た
遼
寧
喀
左
県

の
青
鋼
器
奮
蔵
と
魏
営
子
類
型
土
器
と
の
接
点
が
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確
認
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
次
の
夏
家
店
上
層
文
化
は
、
夏
常
店

下
層
文
化
は
も
と
よ
り
、
そ
の
系
譜
の
魏
営
子
文

化
と
は
別
系
統
で
、
そ
の
東
方
の
高
台
山
土
器
文

化
圏
か
ら
生
ま
れ
た
。
そ
こ
へ
は
喀
左
心
の
青
銅

器
奮
蔵
と
は
異
な
り
、
迂
生
青
銅
器
の
う
ち
農
・

工
具
の
み
が
別
ル
ー
ト
で
伝
播
し
て
い
る
。
そ
の

基
盤
の
上
に
“
遼
寧
式
銅
剣
”
を
中
心
と
す
る
文

化
が
出
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
別
意
の
剣
身
・
剣

柄
・
剣
把
頭
を
組
合
わ
せ
る
遼
寧
式
銅
剣
が
、
遼

酒
に
出
現
し
遼
東
に
及
ん
だ
こ
と
は
、
遼
東
の
剣

が
実
用
品
で
は
な
く
宝
器
化
し
て
い
る
こ
と
で
証

明
さ
れ
る
。

　
赤
峰
寧
城
南
山
根
遺
跡
で
一
〇
一
号
大
墓
が
発

見
さ
れ
た
の
は
一
九
六
三
年
で
あ
る
。
大
量
の
青

銅
器
中
に
は
西
周
青
銅
容
器
が
あ
り
、
そ
の
年
代

が
青
銅
短
剣
の
年
代
に
も
当
て
は
め
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
近
年
、
南
山
根
の
硬
筆
二
〇
㎞
の
小
黒

懸
樋
遺
跡
か
ら
も
大
平
が
発
見
さ
れ
、
多
壷
の
青

銅
器
越
中
に
「
許
季
姜
」
籔
が
出
土
し
た
。
小
黒

石
溝
か
ら
は
別
に
冊
命
箆
（
未
発
表
）
が
あ
り
、

草
原
深
く
の
叢
林
河
炭
鉱
か
ら
も
「
那
姜
大
宰
」

籍
が
あ
る
。
こ
れ
ら
王
室
重
器
が
北
方
へ
も
た
ら

さ
れ
る
の
は
『
春
秋
左
顧
伝
』
に
み
え
る
、
前
七

世
紀
後
半
の
度
重
な
る
中
原
諸
国
と
秋
と
の
抗
争

を
お
い
て
他
に
は
な
か
ろ
う
。
両
大
急
共
、
充
分

発
達
し
た
北
族
特
有
の
青
銅
器
物
を
豊
嘗
田
に
含
み
、

そ
の
年
代
を
春
秋
半
ば
迄
引
き
下
げ
る
べ
き
で
あ

る
。
嗣
時
に
そ
の
地
域
特
有
の
矛
式
剣
は
秋
の
も

の
で
あ
り
、
伴
出
の
遼
寧
式
銅
剣
は
先
に
成
立
し

て
い
た
東
隣
の
遼
寧
式
銅
剣
文
化
圏
か
ら
の
略
奪

か
影
響
に
よ
る
と
考
え
る
。

　
新
石
器
時
代
の
興
隆
窪
・
趙
宝
溝
文
化
は
も
と

よ
り
、
農
耕
を
受
け
入
れ
た
紅
山
文
化
に
お
い
て

も
、
偶
像
崇
拝
や
特
有
の
玉
器
な
ど
固
有
の
文
化

を
保
持
し
て
い
る
。
植
刃
骨
器
は
後
紅
山
文
化
に

も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
二
里
頭
文
化
や
燕
の
北

進
な
ど
は
あ
り
な
が
ら
、
遼
寧
式
銅
剣
文
化
は
そ

の
外
側
で
準
備
さ
れ
、
成
立
し
て
い
っ
た
。
そ
し

て
そ
の
影
響
は
朝
鮮
半
島
か
ら
わ
が
国
の
弥
生
文

化
へ
及
ん
で
い
る
。
遼
寧
函
部
か
ら
内
蒙
古
東
南

部
は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
東
北
ア
ジ
ア
文
化
を
生

み
出
し
た
中
国
文
明
の
第
三
の
拠
点
な
の
で
あ
る
。

山
陽
と
湖
南

礪
　
　
波

護

　
一
九
七
〇
年
代
に
中
央
公
論
社
か
ら
刊
行
さ
れ

た
く
日
本
の
名
著
〉
全
五
十
巻
の
な
か
で
、
一
入

で
一
巻
を
占
め
た
歴
史
家
は
、
新
井
白
石
（
一
六
　
謝

五
七
～
一
七
二
五
年
）
、
頼
山
陽
（
一
七
八
～
～
　
G

一
八
三
二
年
）
と
内
藤
心
配
（
一
八
六
六
～
一
九
　
珊

三
四
年
）
の
三
人
だ
け
で
す
。
生
卒
年
か
ら
分
か

る
よ
う
に
、
か
れ
ら
は
、
百
年
に
一
人
の
傑
出
し

た
歴
史
家
と
言
え
ま
す
。
こ
こ
十
年
ば
か
り
『
京

都
大
学
百
年
史
臨
の
編
集
に
参
与
し
て
き
た
こ
と

も
あ
り
、
本
日
は
私
ど
も
の
東
洋
史
学
研
究
蜜
の

開
祖
で
あ
る
湖
南
が
、
白
石
と
山
陽
、
と
り
わ
け

山
陽
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
う
け
た
か
に
つ

い
て
、
お
話
し
し
ま
す
。

　
頼
山
陽
を
学
ぶ
の
が
内
藤
家
の
家
学
で
、
湖
南

は
十
二
歳
の
時
に
、
山
陽
に
傾
倒
し
た
父
の
十
湾

か
ら
『
日
本
外
史
臨
を
習
い
、
こ
の
時
は
長
続
き

し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
翌
年
に
は
自
発
的
に
読
み

だ
し
て
熱
中
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
後
、
山
陽
の
絶

妙
な
詩
文
を
暗
謙
す
る
ほ
ど
に
読
み
耽
り
、
漢
詩

文
に
頭
角
を
あ
ら
わ
し
た
の
で
し
た
。
秋
田
師
範

に
入
学
す
る
や
、
『
日
本
政
記
隔
や
山
揚
増
評

『
唐
事
八
家
密
植
を
買
う
と
い
っ
た
塩
梅
で
し
た
。

　
し
か
し
一
年
も
経
つ
と
、
父
あ
て
の
書
簡
に

「
お
仰
せ
の
如
く
頼
先
生
の
学
問
気
魂
は
中
々

事
々
、
自
ら
喜
ぶ
者
流
の
企
及
す
る
所
に
非
ず
。

学
問
は
兎
に
角
、
気
密
は
千
古
の
一
人
な
る
べ
し
。

経
緯
の
学
に
至
り
て
は
、
海
の
内
外
、
未
だ
多
く



見
得
ざ
る
所
」
（
全
集
第
十
四
巻
）
と
述
べ
る
よ

う
に
、
山
陽
の
気
醜
に
脱
帽
し
つ
つ
も
、
学
問
に

つ
い
て
は
、
尊
敬
の
念
が
薄
ら
い
で
い
ま
し
た
。

三
十
歳
代
の
初
年
に
、
新
聞
に
連
載
の
「
関
西
文

運
論
」
を
補
訂
し
た
処
女
作
『
近
世
文
学
史
論
』

を
上
梓
し
た
時
も
、
儒
学
上
の
章
で
「
頼
山
陽
、

私
史
を
修
め
て
、
文
名
～
世
を
蔽
ひ
、
其
の
議
論

白
石
等
先
輩
に
資
る
こ
と
多
し
と
錐
も
、
文
気
俊

逸
、
歩
騒
度
に
合
し
、
叙
事
の
妙
に
至
り
て
は
前

に
古
人
な
し
。
從
遊
極
め
て
盛
ん
に
、
関
西
の
文

柄
、
殆
ん
ど
其
の
手
中
に
帰
せ
り
」
（
全
集
第
一

巻
）
と
書
き
、
山
陽
の
史
論
が
白
石
ら
に
依
拠
し

て
独
創
な
き
こ
と
を
喝
破
し
て
い
ま
す
。

　
山
陽
の
伝
記
に
つ
い
て
最
も
信
頼
す
べ
き
業
績

は
三
十
年
前
に
出
版
さ
れ
た
中
村
真
一
郎
の
『
頼

山
陽
と
そ
の
時
代
』
で
す
が
、
昨
年
、
著
者
書
き

入
れ
本
と
執
筆
に
用
い
た
池
辺
義
象
訳
『
邦
文
日

本
外
史
』
や
梁
岳
碧
沖
訳
『
邦
文
日
本
政
記
臨

（｝

緕
O
四
年
）
な
ど
十
冊
ば
か
り
を
入
手
し
、

後
者
に
検
閲
に
よ
る
「
削
除
済
」
の
ス
タ
ン
プ
が

捺
し
て
あ
る
の
に
、
関
心
を
も
ち
ま
し
た
。
今
春

に
刊
行
さ
れ
た
中
村
の
遺
稿
の
大
作
『
木
村
羨
葭

堂
の
サ
ロ
ン
』
の
こ
こ
か
し
こ
に
も
、
頼
山
陽
が

姿
を
現
し
ま
す
。

　
〈
日
本
の
名
著
〉
『
頼
山
陽
臨
の
解
説
で
頼
惟

勤
は
、
川
越
豊
山
校
刻
日
本
外
史
騙
は
最
も
普
及

し
、
明
治
三
十
二
年
ま
で
に
十
四
版
を
重
ね
、
手

間
さ
え
か
け
れ
ば
今
で
も
刷
れ
る
と
い
う
話
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
、
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

版
木
数
十
枚
を
入
手
し
、
有
縁
の
方
々
に
差
し
上

げ
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
巻
牽
…
…
の
豊
臣
秀

吉
に
よ
る
発
兵
伐
朝
鮮
の
条
と
外
史
氏
日
の
部
分

の
版
木
四
枚
を
ご
覧
に
い
れ
ま
す
。

　
版
木
と
い
え
ば
、
近
衛
本
馴
大
唐
冷
血
畠
の
版

木
が
京
都
大
学
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
湖
南
は

「
白
石
の
一
誤
聞
に
就
て
」
（
『
先
哲
の
学
問
駈
所

収
、
全
集
第
九
巻
）
と
題
し
た
講
演
で
、
魍
大
唐

六
典
』
の
参
考
本
そ
の
他
に
つ
き
、
白
石
が
近
衛

家
僕
の
た
め
に
骨
折
っ
た
事
情
を
紹
介
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
数
年
前
に
、
白
石
が
自
ら
嘉
言
本
を

書
写
し
て
近
衛
家
煕
に
献
上
し
、
家
煕
が
電
文
を

清
書
し
、
そ
の
写
本
に
二
十
年
に
わ
た
っ
て
考
訂

を
つ
づ
け
た
『
大
唐
六
典
』
の
稿
本
を
、
京
都
大

学
附
属
図
書
館
で
館
員
の
古
川
千
佳
が
偶
然
に
発

見
し
た
の
で
、
附
属
図
書
館
の
近
衛
文
摩
に
加
え

て
戴
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
こ
数
年
、
内
藤
湖
南
の
著
作
が
中
国

語
に
訳
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
『
日
本
文

化
史
研
究
職
（
一
九
九
七
年
、
商
務
印
書
館
）
、
ま

た
旅
行
記
《
五
山
受
水
》
が
青
木
正
児
の
《
江
南

春
》
《
竹
頭
太
・
屑
》
と
一
緒
に
『
両
介
日
本
漢
学

家
的
中
国
紀
行
』
（
一
九
九
九
年
、
光
明
日
報
出

版
社
）
と
し
て
印
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
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